
 

災害時避難行動要支援者の支援のしくみについて 
 

東日本大震災で亡くなった方の６割以上が高齢者であり、障がいのある方の死亡率は、住民全体

の死亡率の２倍であったことが分かっています。一方で助かった方の多くは、「自助」や「共助」によ

り、避難ができた方でした。 

「自助」とは、災害に備えてご自身（ご家庭）で必要な準備をしておくことです。「共助」とは、身近

な地域で助け合うことです。お住いの地域であなたのことを知っている方、気にかけてくれる方が

いれば、助け合いの「共助」が行われやすくなります。 

宍粟市では、災害時に自力で避難することが困難な方「避難行動要支援者」の「自助」や「共助」の

取組を推進するために、災害時避難行動要支援者支援のしくみを定めています。 

 

１.避難行動要支援者とは 

次の①から⑤に当てはまる人のうち、災害時に一人では避難することが困難で、避難のために特

に支援が必要な人 

対 象 者（＊いずれも、施設入所や長期入院されている人を除く） 

① 要介護認定３～５を受けている人 

② 身体障がい者手帳１・２級を所持する人 

③ 療育手帳Ａを所持する人 

④ 精神障がい者保健福祉手帳１級を所持する人 

⑤ 指定難病の認定を受けた人のうち県から名簿提供があった人 

⑥ 市または自主防災組織などが支援の必要性を認めた人 

 

２.避難行動要支援者登録者名簿の提供 

避難行動要支援者のうち、個人情報提供に同意された方の情報を、市が地域の関係者（避難支援

等関係者）に提供することで、実際に災害が起きた時、地域の中で安否確認や情報提供などの支援

がスムーズに受けられるようにしていきます。 

 

（１）名簿提供の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 市は対象者の方へ「宍粟市避難行動要支援者登録書

兼同意確認書」を郵送します。 

 

② 「登録書兼同意確認書」を受け取った対象者は、個人

情報提供の同意の有無を記入して返送します。 

 

③ 市は、同意された方の名簿（紙面）を、お住まいの 

地域の避難支援等関係者に提供します。 

提供する名簿に掲載される情報は、住所・氏名・ 

生年月日・性別・電話番号・その他の連絡先・ 

対象者の状態（介護認定・障がいの有無など）です。 

 

④ 普段からお互い声を掛け合い、顔の見える関係を 

つくっておきましょう。 

① 
避難行動 
要支援者 

② 

宍粟市 

④ 
③ 

避難支援等関係者 

〇自治会（自主防災組織） 

〇民生委員・児童委員 

〇消防署 

〇警察署 

〇社会福祉協議会 



 

（２）提供する名簿に掲載される個人情報 

避難行動要支援者登録者名簿（イメージ） 

 氏 名 生年月日 
性

別 
住所 

電 話 番 号 

緊急連絡先 

避難支援を必要とする事由 
推定 

同意 

個別
避難
計画 介護 身体 療育 精神 その他 

１ 
○○太郎 〇年〇月〇日 男 〇町○○番地 自宅・携帯番号など 〇    〇  

〇 

２ 
△△花子 △年△月△日 女 〇町○○番地 自宅・携帯番号など  〇    〇 

 

★一度いただいた情報提供の同意は、変更の申し出がない限り有効なものとして取り扱います。 

★同意を取り消したい場合や個人情報に変更があった場合は、お問い合わせ先にご連絡ください。 

★対象者の要件（「１．避難行動要支援者とは」参照）を満たさなくなった場合（例：要介護３から更新

認定で要介護１となるなど）は対象外となり名簿にも掲載されません。引き続き希望される方は

お問い合わせ先にご連絡ください。 

 

ご 注 意  

この仕組みは、普段から地域でお互いに顔の見える関係になることで、災害時にお互いの安否

確認を速やかに行い、助け合って避難することを後押しするものです。 

災害が起こった時は、誰もが被災し、要支援者になる可能性がありますので、避難行動要支援者

の方は、できる範囲で自身の命を守る行動を取っていただくことになります。 

避難支援等関係者の方は、自身や家族等の安全を確保した上で、可能な範囲で避難行動要支援

者の支援を行っていただくことになります。（災害時の避難支援は、避難支援関係者の方が責任や

義務を負うものではなく、可能な範囲で行っていただくものです。） 

 このことから、災害時には、直ぐに支援が届かないことも想定されますので、日頃からの備えとし

て災害時の持ち出し品や非常食を準備したり、地域で行われる避難訓練等に参加することが重要

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q＆A 

Q 1 名簿に記載された個人情報が漏えいしないか心配です。 

A １ 避難支援等関係者には「秘密保持義務」が課せられるため、提供を受けた情報を正

当な理由なく漏らすことはありません。 
 

Ｑ２ 名簿提供に同意すると、災害時以外の日常でも何かしなければなりませんか？ 

A２ 必ずしも日常の中でしなければならないことはありません。日頃から声を掛け合い

顔の見える関係になることが大切です。 

地域の避難訓練などに可能であれば参加して、地域の輪を広げましょう。 



 

３.個別避難計画の作成及び提供 

「個別避難計画とは？」 
 
一人ひとりの避難に関する詳しい情報を記載したものになります。 

避難先、いつ避難するか、どんな支援が必要か、誰が支援するのかなど、災害時の避難に役立つ 

ことを記載します。 

なぜ必要なの？ 

災害時に一人で避難が難しい方も、事前に具体的に支援体制を決めておくことで安心・安全に

避難できます。 
 

（１）作成の流れ 

① 計画の作成： 本人・家族、支援者、行政が協力して計画を立てる。 

② 計画の共有： 作成した計画を関係者（避難支援者、地域の自主防災組織など）と共有する。 

③ 計画の活用： 平常時に避難訓練で計画を確認・実践し、災害に備える。 
 

（２）誰が作るの？ 

⚫ まずはご本人やご家族で作ってみましょう。 

⚫ ご本人やご家族で作ることが難しい場合は、市役所（お問い合わせ先）や担当のケアマネジ

ャーさんや相談支援専門員さんがおられる場合はその方にご相談ください。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Q＆A 

Q１ 個別避難計画をつくれば、必ず助けがきますか？ 

A １ 災害時は、支援者も被害にあい、支援活動ができないことも考えられます。個別

避難計画は、救出を必ずお約束するものではありませんが、情報の共有や伝達

がスムーズになることで、災害時の早期対応を進めていきます。 

 

Q２ 支援者はどのように決めればいいですか？ 

A 2 支援者はできるだけ早く駆けつけられるように、家族や隣近所の顔見知りの方

など、なるべく身近な方たちが望まれます。要支援者が日頃から親しくしている

方が身近におられる場合は、支援者としてお願いしてください。 

  

Ｑ３ 支援者がいない場合はどうしたらよいですか？ 

A 3 市役所(お問い合わせ先)にご相談ください。 

 

Ｑ４ 避難場所はどのように決めればいいですか？ 

A 4 避難場所はハザードマップなどを参考に、災害の種類や地域の条件を考えて、

命の安全が確保できる場所を想定してください。また、自宅で過ごせる場合は

自宅避難、自宅で過ごせない場合は安全な友人・親せき宅への避難を選択肢と

して、事前に連絡しておくことも重要です。 

 



 

日頃の備えを確認しましょう～もしもの時に困らないために～ 

「宍粟市総合防災ハザードマップ（令和 4年作成版） 72ページより抜粋」 

【お問い合わせ先】   

福 祉 相 談 課  ℡ ０７９０-６３-３１６７  一宮保健福祉課  ℡ ０７９０-７２-２１００ 

波賀保健福祉課  ℡ ０７９０-７５-８８００  千種保健福祉課  ℡ ０７９０-７６-８６００ 
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